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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

             午前10時00分 開議 

○議長（堀岡敏喜君） おはようございます。ただいまより継続議会の会議を開きます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（堀岡敏喜君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

 会議規則第88条の規定により、横井克典議員と板倉克典議員を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 日程第２ 議案第１号 令和７年度弥富市一般会計予算 

 日程第３ 議案第２号 令和７年度弥富市土地取得特別会計予算 

 日程第４ 議案第３号 令和７年度弥富市国民健康保険特別会計予算 

 日程第５ 議案第４号 令和７年度弥富市後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第６ 議案第５号 令和７年度弥富市介護保険特別会計予算 

 日程第７ 議案第６号 令和７年度弥富市下水道事業会計予算 

 日程第８ 議案第９号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向

上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会

形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

について 

 日程第９ 議案第10号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理につい

て 

 日程第10 議案第11号 弥富市職員の育児休業等に関する条例及び弥富市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第11 議案第12号 弥富市職員の給与に関する条例等の一部改正について 

 日程第12 議案第13号 弥富市短時間勤務会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部改正について 

 日程第13 議案第14号 弥富市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

 日程第14 議案第15号 弥富市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部改正について 

 日程第15 議案第16号 弥富市犯罪被害者等支援条例の制定について 

 日程第16 議案第17号 弥富市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について 

 日程第17 議案第18号 弥富市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について 
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 日程第18 議案第19号 弥富市国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第19 議案第20号 弥富市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準

を定める条例の一部改正について 

 日程第20 議案第21号 弥富市道路占用料条例の一部改正について 

 日程第21 議案第22号 市道の認定について 

 日程第22 議案第23号 令和６年度弥富市一般会計補正予算（第12号） 

 日程第23 議案第24号 令和６年度弥富市国民健康保険特別会計補正予算（第６号） 

 日程第24 議案第25号 令和６年度弥富市介護保険特別会計補正予算（第５号） 

 日程第25 議案第26号 令和７年度弥富市一般会計補正予算（第１号） 

○議長（堀岡敏喜君） この際、日程第２、議案第１号から日程第７、議案第６号まで及び日

程第８、議案第９号から日程第25、議案第26号まで、以上24件を一括議題といたします。 

 本案24件は既に提案をされておりますので、これより質疑に入ります。 

 通告に従い、発言を許可します。 

 まず、横井克典議員。 

○５番（横井克典君） 皆さん、おはようございます。 

 ５番 横井克典です。 

 通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 私からは、議案第16号弥富市犯罪被害者等支援条例の制定についての内容２点をお尋ねい

たします。 

 １点目は、弥富市犯罪被害者等支援条例第４条、市の債務のところで、市は、前条の基本

理念にのっとり、関係機関と連携し、犯罪被害者等支援に関する施策を策定し、及び実施す

る責務を有するとありますが、具体的にどのようなことを想定されているのでしょうか、お

尋ねします。 

 ２点目、第８条、経済的負担の軽減では、市は、犯罪被害者等が受けた被害による経済的

負担の軽減を図るため、必要な支援を行うものとすると規定されていますが、必要な支援と

は具体的にどのようなものでしょうか。以上、２点お願いいたします。 

○議長（堀岡敏喜君） 一括の答弁でよろしいですか。 

○５番（横井克典君） 一括でお願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 柴田市民生活部長。 

○市民生活部長（柴田寿文君） 第４条は市の責務を規定したものであります。犯罪被害者等

支援に関する施策の具体的な内容につきましては、第７条、相談及び情報の提供等、第８

条、経済的負担の軽減、第９条、広報及び啓発に規定がございます。 

 第７条では、犯罪被害者等が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるようにする
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ため、犯罪被害者等が直面している問題について相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を

行うとともに、関係機関等との連絡調整を行うとしております。具体的には、関係機関等が

行っている利用可能な制度や支援、医療に関する情報などについて、犯罪被害者や御遺族の

方が安心して相談できる問合せ先として、犯罪被害者等総合的対応窓口を設置し、関係機関

等への橋渡しを行うことなどを想定しております。なお、これらの支援については既に対応

済みであります。 

 第９条では、犯罪被害者等が置かれている状況、二次被害の防止の重要性その他犯罪被害

者等支援に関する事項について、市民及び事業者の理解を深めることができるよう、広報及

び啓発を行うとしております。具体的には、社会全体で犯罪被害者等の支援が行われるよ

う、また、配慮のない言動や無関心による二次的被害の発生を防止するため、犯罪被害者等

支援パネル展の開催や、広報紙、ホームページ、ＳＮＳなどを活用した広報・啓発活動を行

うことを想定しております。 

 そして、第８条でございますが、犯罪被害者等が受けた被害による経済的負担の軽減を図

るため、必要な支援を行うとしております。具体的には、弥富市犯罪被害者等支援金支給要

綱を制定し、遺族支援金等を支給することを想定しております。なお、これに伴う予算につ

いては、令和７年度一般会計予算に計上をさせていただいております。 

○議長（堀岡敏喜君） 横井議員。 

○５番（横井克典君） ありがとうございました。質問を終わります。 

○議長（堀岡敏喜君） 次に、那須英二議員。 

○７番（那須英二君） ７番 那須英二。 

 通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 私自身が議案配付の日にちょうど、個人的にコロナにかかりましてそういう説明がなかな

か受けられていなかったものですからそういったもし、既に説明済みのことがあろうかと思

いますが、御容赦していただいて答弁していただければと思います。 

 まず議案第１号でございます。 

 この議案第１号の予算ですけれども、歳入面では市税収入が大きく伸びております。とは

いえ、その一方で地方交付税が大きく減っています。この要因を教えていただけますか。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員、通告が上がっているのは第９号からです。 

○７番（那須英二君） 第１号はあるけど。 

○議長（堀岡敏喜君） 第１号は最後だね、最後からやっているんだね。 

○７番（那須英二君） いや、順番は１号からかなと思って。 

○議長（堀岡敏喜君） １号からやる、ごめんなさい、失礼しました。 

○７番（那須英二君） 調整しただけです。 
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○議長（堀岡敏喜君） 続けてください。 

○７番（那須英二君） 要は、市税収入が大きく伸びているんですけれども、ただその一方で

地方交付税が逆に大きく減っていますと、歳出を見ると、逆に20％扶助費が増えております。

そうすると、整理をするとまず地方交付税が大きく減っている原因と、あと扶助費が増えて

いる主な要因を教えていただけますか、お願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤淳人君） まず、市税収入が大きく伸びているが、地方交付税が大きく減っ

ている、この要因はについてを御答弁させていただきます。 

 市税収入の増の大きな要因としましては、固定資産税の増加と令和６年度に実施された定

額減税が令和７年度には実施されないことによるものでございます。地方交付税の減の大き

な要因としましては、税収の増加により基準財政収入額が増加し、財源不足額が縮小するも

のと見込まれるためでございます。 

 次の御質問で、歳出では20％も扶助費が増えているが、主なものとその要因はについて御

答弁させていただきます。 

 扶助費の主な増額要因につきましては、公定価格の上昇及び、保育所民営化に伴い施設型

給付費が約２億9,000万円の増、令和６年度の制度改正に伴う児童手当が約２億8,800万円の

増、年間延べ利用者数の増加に伴う介護給付費・訓練等給付費が約１億1,200万円の増とな

っております。以上でございます。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 収入等が増えているということと、逆に交付税が減っている。 

 扶助費のほうも答えていただきましたが、義務的経費と扶助費が増えれば当然交付税が増

えるというふうに私は認識しておるわけですが、その上でなぜこの交付税が減っているか。

例えば今、弥富市の財政力指数がどういう状況にあって、昨年と比べてどう変化したからこ

のように減ったあるいは増えた、増えたのはないので、減ったということなのか、その財政

力指数等の算定の上で多分交付税というのを見て措置されると思うんです。人件費とかもか

なり増えているわけですけれども、そういう中で今の財政力指数に関した交付税の減額の要

因というのをどの辺りで見ていったら正しく読めるのかなと思っているので、その辺りがち

ょっと詳しく分かればお願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 村田財政課長。 

○財政課長（村田健太郎君） 答弁させていただきます。 

 財政力指数につきましては税収の増を見込んでおりますので多少、やはり財政力指数は上

がってくるのかなというふうに見込んでおります。それ以外の要因としまして、扶助費が議

員のおっしゃるとおりに伸びるという想定をしておるんですけれども、扶助費が伸びるとい
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うことに伴いまして、国と県からの補助金、負担金というものが増えてまいります。そうい

ったところで一般財源の負担というものが多少抑えられるという側面もございますので、一

律に扶助費が伸びるからといって交付税の伸びにつながるというものではないかなと思って

おります。以上でございます。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） いろいろ交付税の算定というのはちょっと分かりにくいものですから、

そういう中で、扶助費が増えるというとやはり交付税も増えるというようなイメージですか

らそういったところも踏まえて、やっぱり財政がどこに今弱点があるのかというのは分析し

ていかなきゃならないなと思っています。 

 続きます。 

 議案第９号ですが、デジタル社会に向けた調整だと思います。弥富市から頂いた当初予算

案の参考資料に様々なデジタルネットワーク、例えばコンビニエンスストアで税証明が可能

になるとかあるいはＱＲコード決済ができるとか、そういったことの関係なのかなと思いま

すが、この第９条の条例の制定によってどのように何が変わるのか、市民サービスにどんな

影響があるのか教えてください。 

○議長（堀岡敏喜君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤淳人君） 国の法律の改正に伴い、その法律の条文を引用している条例の項

ずれ箇所を改正するものであって条例の内容が変わるものではございません。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 分かりました。ただの項ずれで影響はないということでした。じゃあ、

これとはまたちょっと違うということですね、分かりました。ありがとうございます。 

 では、議案第10号に行きます。 

 刑法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理ということで、これは文言の整理

というふうに説明があったかと思います。ただ文言の整理といっても、もともとの禁錮刑と

拘禁刑が国のほうで変わったわけですけれども、この違いというのはやっぱり知っておかな

ければならないなと思いますので、禁錮刑と拘禁刑の違いというのは結局どういうものなん

でしょうか。 

○議長（堀岡敏喜君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤淳人君） 従来の刑罰である懲役は刑事施設に拘置して所定の作業を行わせ

るということと、それから禁錮は刑事施設に拘置するとされております。この懲役と禁錮が

廃止され、懲役と禁錮を一本化し創設された刑罰が拘禁刑です。拘禁刑は刑事施設に拘置す

る。拘禁刑に処せられた者には、改善更生を図るため、必要な作業を行わせ、または必要な

指導を行うことができるとされております。以上でございます。 
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○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） ２つが１つになって合体したというようなイメージでいいのかなと思

いますが、この点については様々国会のほうでも議論があったと思います。ただ、うちとし

ては条項が変わるということなので、分かりました。ありがとうございます。 

 続きまして、議案第12号です。 

 弥富市職員の給与に関する条例の一部改正でございます。 

 説明によると子供の扶養手当が上がるからこれは改善だろうというふうに捉える方も多い

んですが、市の条例のあらましの３つ目です。一般職の職員の配偶者に係る扶養手当を廃止

すると書かれています。そういう中ではこうした廃止をすることによって今現状いる家庭が

逆に少なくなってしまう可能性も出てくるわけであります。 

 そうした中でまず確認ですが、配偶者の扶養手当を廃止し、子供の扶養手当を引き上げる

とありますけれども、この配偶者の扶養手当額と今の子供の扶養手当額は幾らでしょうか、

お願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤淳人君） 本改正は、令和７年度から８年度までの２年間で段階的に実施さ

れるものでございます。本市職員の配偶者扶養手当につきまして、現行は次長職以下が

6,500円、令和７年度には3,000円、令和８年度以降は廃止となります。部長職につきまして

は現行が3,500円で、令和７年度以降は廃止となるものでございます。また、子の扶養手当

につきましては現行が１万円で、令和７年度には１万1,500円、令和８年度以降１万3,000円

となります。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） そうしますと、一般職の場合は6,500円から3,000円ということで

3,500円減る、それに対して子供の扶養手当は1,500円、あるいは翌年度は3,000円というこ

とでそれだけしか上がらないということで、そういう中ではやっぱり減ってしまう人がいる

んじゃないかなというふうに確認できました。 

 もう一つ、条例のあらましの９個目に書いてある特定任期付職員とはどのような方で、業

績手当というのは今はどれぐらい支払っているものなんでしょうか。また、その勤勉手当と

いうのはどれぐらいになるんでしょうか。 

○議長（堀岡敏喜君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤淳人君） 特定任期付職員とは、高度の専門的な知識経験、または優れた識

見を有する者として、特定の業務を遂行するために一定の期間に限って任用される職員のこ

とを指します。具体的には弁護士、公認会計士など特定の専門的な資格やスキルを必要とす

る職務が想定されますが、現在本市におきましては該当職員はございません。 
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 特定任期付職員の業績手当につきましては、特に顕著な業績を上げたと認められる職員に

対して支給することができるものであり、その場合、条例に規定されております給料月額１

か月分相当の額を年１回支給可能とするものでしたが、本改正により、期末手当と人事評価

の結果等に応じて支給される勤勉手当から成る構成に改め、従来の業績手当を廃止するもの

でございます。また、勤勉手当につきましては年間の支給月額を上限1.75月とし、成績優秀

者の場合には改正前より高い水準の支給を可能とする改正となります。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 現状は弥富市の中では該当する方がいらっしゃらないということで、

また、業績手当よりも勤勉手当のほうが報酬はアップするということで確認できましたので

よかったと思います。 

 続きまして、議案第16号でございます。 

 先ほど横井議員が質疑を行った部分もあるわけですが、漠然的にはちょっと理解したと思

うんですが、具体的に現在行っている支援があるのかということと、また、この条例が今制

定されるということで具体的な支援の方法は考えられているのかということで、ここの当初

予算の参考資料のほうにも具体的に金額として載っているわけですけれども、そういう中で

どういう支援がされるのかということで質問をしていきたいと思いますのでお願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 柴田市民生活部長。 

○市民生活部長（柴田寿文君） 横井議員の議案質疑でも御答弁申し上げましたが現在本市で

行っています支援としましては、犯罪被害者等が利用可能な制度や支援、医療に関する情報

などについて犯罪被害者や御遺族の方が安心して相談できる問合せ先として犯罪被害者等総

合的対応窓口の設置及び関係機関等への橋渡しがございます。その他、社会全体で犯罪被害

者等の支援が行われるようにまた、配慮のない言動や無関心による二次的被害の発生を防止

することを目的とし犯罪被害者等支援パネル展を関係機関とともに開催をしております。 

 条例制定後の支援につきましては、経済的支援として弥富市犯罪被害者等支援金支給要綱

を制定し、遺族支援金等を支給することを想定しております。なお、これに伴う予算につい

ては令和７年度一般会計予算に計上をさせていただいております。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 支援金が支給されるということで、この財源というのは市が、独自の

財源なのか、あるいは国や県の補助があるのかお答えください。 

○議長（堀岡敏喜君） 柴田市民生活部長。 

○市民生活部長（柴田寿文君） 全て一般財源でございます。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 一般財源で市独自の単独事業ということで、単独事業と言えるのかど
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うかは分かりませんが、市の持ち出しになるということで確認できました。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員、もう少し言葉をはっきりと、大きな声でお願いします。 

○７番（那須英二君） 市独自の単独の支払いになるということが確認できましたということ

です。 

 議案第17、18は割愛させていただいて議案第19号ですね。17、18は確認したら対象がなか

ったということなので、それは説明済みということだったので割愛させていただいて、議案

第19号弥富市国民健康保険税条例の一部改正についてですが今回もまた国民健康保険税の値

上げ、一部若干下がっているところもあるはあるんですがこうした値上げということであり

ます。どのような状況の下でこの値上げというのを考えられたんでしょうかお願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 佐藤保険年金課長。 

○健康福祉部次長兼保険年金課長（佐藤雅人君） 御答弁申し上げます。 

 国保加入者が保険医療機関に病気やけが等で受診した場合、自己負担分を除く部分を保険

者として支払う保険給付費等が医療の高度化により増えている現状であり、国民健康保険事

業の安定的な運営を図るためには国民健康保険税を適正に賦課し収納していくことが重要で

あり、国民健康保険税率を保険給付費等の推計に見合うよう賦課する必要があるためでござ

います。また、担税力薄弱の方への配慮として、低所得者への介護分を除く均等割額及び未

就学児に係る均等割額の軽減を増やすこととしております。以上でございます。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 国保の保険給付額が上がっているということです。上がれば上がるほ

ど、どんどん上がっていくと毎年のように今上がっておりますので負担がえげつないものに

なってきています。また委員会でも追加質疑をさせてもらいたいと思っていますが続けます。 

 議案第20号でございます。 

 弥富市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の一部改正

でございますけれども、包括支援センターの基準緩和ということですけれども、弥富市にお

いて現在の制度ではこの人員確保というのが困難なのか、具体的にはどのような基準緩和な

のか教えてください。お願いします。 

○議長（堀岡敏喜君） 安井健康福祉部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（安井幹雄君） 本市の条例に定める地域包括支援センターの

人員配置基準に基づくと保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員の３職種が各２人ずつ、

計６人必要となります。本市は地域包括支援センターを海南病院に委託しており、３職種各

２人の計６人全てが常勤職員であり人員配置基準を満たしておりますので、現在の制度で人

員確保が困難ということではございません。 

 続きまして、具体的にどのような基準緩和かということでございますが、改正の概要につ
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きましてはこれまでの人員配置基準を原則とした上で地域包括支援センター運営協議会が必

要と認める場合には、１点目として、常勤換算方法により人員配置基準を満たすことが認め

られるということでございます。なお常勤換算方法とは、非常勤の従業者の勤務延べ時間数

を常勤の従業者が勤務すべき時間数で除することで従事者の員数を常勤の従事者数に換算す

る方法でございます。２点目として、複数のセンターが担当する地域の高齢者人口を合算し、

３職種を地域の実情に応じて配置することを可能とするということであり、本市の地域包括

支援センターは１か所のみということで、特に影響するものではございません。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 基準緩和をしなくても人員確保というのが困難にはなっていないとい

うことが確認できました。また、本来は複数センターでもよくなるけれども、うちはもとも

と１か所だから影響はないということでした。ただ、常勤換算方法ということで、今保育所

等でやられている常勤的な延べ時間数のカウントでオーケーということになるということで

したので、その辺りは緩和されるのかなと思います。 

 最後に、議案第26号でございます。 

 補正予算ですが、今回の国の物価高騰対策支援交付金は合計で幾ら入っているんでしょう

か。給食費についても通告したんですが、一般質問等で答えていただいたのでこの部分は割

愛します。 

 まず、支援交付金が幾ら入っているのかを教えてください。 

○議長（堀岡敏喜君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤淳人君） 令和６年12月17日に国の補正予算が成立し、物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金として推奨事業メニュー分で7,837万円の交付限度額が示されており

ます。また、低所得世帯に対する３万円及びこども加算２万円の給付、並びに令和６年度に

実施された定額減税の補足給付金に対する不足額給付に関しましては国の概算として１億

5,618万5,000円の交付限度額が示されておりますが、こちらにつきましては給付実績に応じ

て交付限度額の追加配分がされることとなります。以上でございます。 

○議長（堀岡敏喜君） 那須議員。 

○７番（那須英二君） 合計が7,800、自由に使えると言ったら変ですけど、弥富市独自に考

えられて使える部分が7,837万円ということで確認できました。これが今分散して、水道料

金引下げ、あるいは給食費引下げに使われるものだというふうに思っておりますので、その

辺を確認しまして議案質疑としては終わらせていただきます。 

○議長（堀岡敏喜君） 他に質疑のある方はございませんか。 

             〔挙手する者なし〕 

○議長（堀岡敏喜君） 質疑のないことを確認いたしましたので、質疑を終結します。 
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 本案24件はお手元に配付をいたしました議案付託表のとおり、それぞれの所管の常任委員

会に付託をいたします。 

 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了しましたので、本日の会議はこれにて散会

します。お疲れさまでした。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

             午前10時29分 散会 
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